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一
月
五
日
（
日
）
岩
野
公
民
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
六
年
水
上
村
成
人
式
が
行
わ

れ
、
三
十
一
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に
は
、
新
成

人
三
十
一
名
の
う
ち
二
十
八
名
が
出
席
。
廣

瀬
親
吾
村
長
の
「
今
ま
で
育
ん
で
い
た
だ
い

た
沢
山
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
思
い
や
り
の
心
と
、
自
分
に
自
信

を
持
っ
て
、大
き
く
飛
躍
し
て
欲
し
い
。」等
、

来
賓
の
方
々
の
挨
拶
の
後
、
代
表
者
に
よ
る

誓
い
の
言
葉
、
交
通
安
全
宣
言
、
成
人
者
全

員
に
よ
る
一
言
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
同
席
し

た
保
護
者
と
共
に
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
桜
図
鑑
園
に
お
い
て
記

念
植
樹
、
水
上
中
学
校
に
お
い
て
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
恩
師
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
お
互
い
の
近

況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

輝
け
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

〜
平
成
二
十
六
年
成
人
式
〜

成人式前日のホームルーム

平
成
二
十
六
年

水
上
村
新
成
人
者
名
簿

荒
嶽　
　

卓

入
江　

達
也

岩
崎　
　

輝

星
原　

俊
貴

大
山
田
純
平

尾
前　

智
文

川
原　

宏
太

桑
崎　

祐
貴

幸
野　

拓
真

五
家　

裕
恭

椎
葉　

章
太

白
川　

大
貴

蔵
座
慎
太
郎

蔵
座　

利
文

蔵
座　

史
博

谷
山　

俊
之

那
須　
　

翼

那
須　

喜
樹

西
本　
　

薫

松
山
謙
史
朗

川
越　
　

早

幸
野　
　

紅

蔵
座　

華
江

蔵
座　

眞
耶

堤
可　

奈
子

中
村　

桃
子

信
國
佐
代
子

林
田　

麻
美

松
尾　

萌
香

村
山　
　

希

森
山　
　

遥

ホームルーム後の中学校玄関前で恩師と記念撮影

成人式前日の記念植樹
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新
春
恒
例

  「
上
球
磨
消
防
連
合
会

　
　
　
　

放
水
競
技
大
会
」

　

一
月
七
日
（
火
）
汗
ノ
原
親
水
公
園
駐
車

場
を
会
場
に
新
春
恒
例
の
水
上
村
消
防
団
出

初
め
式
が
、
小
野
団
長
以
下
、
団
員
百
三
十

名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
及
び
村
長
訓
辞
の
あ
と
、各
種
表
彰
、

各
分
団
小
隊
に
分
か
れ
て
の
通
常
点
検
、
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
岩
野
・
湯
山
両
保
育
所
の
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
規
律
訓
練
が
披
露
さ

れ
、
可
愛
い
団
員
達
の
き
び
き
び
と
し
た
動

　

一
月
十
一
日
（
土
）
に
多
良
木
町
多
目
的

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
上
球
磨
消
防
連

合
会
放
水
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
村
代

表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
宮
田
班
と
里

坊
班
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
上
楠
班
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な

が
ら
も
、
優
勝
へ
の
意
気
込
み
と
気
合
い
が

感
じ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
放
水
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
里
坊
班
が
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
優
勝
、
上
楠
班
が
ポ
ン
プ
車
の
部
で

き
と
元
気
な
姿
に
、
観
客
か
ら
温
か
い
歓
声

と
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

放
水
競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
十
三
チ
ー

ム
、
ポ
ン
プ
車
一
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
各
班

と
も
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。
結
果
、
第
一
分
団
宮
田
班
が
素
晴
ら

し
い
放
水
を
披
露
し
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

【
放
水
競
技
の
部
】

　

優　

勝　

宮
田
班　
　
（
第
一
分
団
）

　

準
優
勝　

里
坊
班　
　
（
第
一
分
団
）

　

第
三
位　

幸
野
班　
　
（
第
一
分
団
）

【
通
常
点
検
の
部
】

　

優
秀
賞　

第
二
分
団
第
一
小
隊

　
　
　
　
　
（
指
揮
者
：
荒
嶽
晋
小
隊
長
）

放水競技の部で優勝班した宮田班

湯山保育所幼年消防クラブ

岩野保育所幼年消防クラブ

優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優　

勝　

水
上
村　
　
（
第
一
分
団
里
坊
班
）

　

準
優
勝　

あ
さ
ぎ
り
町（
第
十
四
分
団
第
二
部
）

　

第
三
位　

あ
さ
ぎ
り
町（
第
四
分
団
第
一
部
）

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優　

勝　

水
上
村　
　
（
第
一
分
団
上
楠
班
）

　

準
優
勝　

多
良
木
町　
（
第
一
分
団
第
三
部
）

　

第
三
位　

あ
さ
ぎ
り
町（
第
四
分
団
第
一
部
）

小型ポンプの部で優勝した　里坊班

自動車ポンプの部で優勝した　上楠班
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小野頼年さん第５回ベテラン国際柔道大会優勝小野頼年さん第５回ベテラン国際柔道大会優勝
県知事表敬訪問（報告会）県知事表敬訪問（報告会）

小野頼年さん第５回ベテラン国際柔道大会優勝
県知事表敬訪問（報告会）

　11月 24日～ 26日にアラブ首長国連邦で開催された第５回ベテラン国際柔道大会で、見事、金メ
ダルに輝いた岩野上楠の小野頼年さんが、廣瀬村長達と共に蒲島県知事を表敬訪問しその報告を行い
ました。
　小野さんは、蒲島県知事を前に、９月に開催された日本での大会や今回の世界大会優勝までの経過
などを報告、知事からは「世界での金メダルは凄いこと。それまでの努力は計り知れないものがある
と思う。お祝いを申し上げると共に敬意を表したい。」
と慰労の言葉をいただきました。
　その後、歓談に移り、「体重を落とすのは大変だが、
減量はどうして行ったのか？」など知事の質問に対し
「飯！を１ヶ月抜いた。野菜やちょっとしたおかずな
どを取って過ごした。」「焼酎は飲むのか？」「もちろ
ん飲む。影響はまったくない。」など笑いが絶えない
中に歓談も終了し、その後記念撮影を行い、20分程
で県知事への優勝報告を終えました。

　12月 7日（土）、湯山保育所の発表会が開催されました。園児 35
名がたくさんの保護者や地域の方々に、歌や合奏、遊戯、劇あそびな
どを披露し、成長した姿を見せました。オープニングでは、全園児が「赤
鼻のトナカイ」を元気よく歌った後、年長児の「はじめのことば」で
幕を開けました。お揃いのスモックに身を包んだりす組（14名）が
日頃の活動の中から、「朝のお集まり」を披露、歌や踊りもはずかし
そうにしながらも、可愛らしく元気に演技をして、たくさんのお客さ
んを楽しませてくれました。劇「てぶくろ」では、ふかふかの手袋を
つけて、たどたどしい口調で台詞を言う姿に会場も「ほかほかで、あっ
たか～い」（台詞）、雰囲気に包まれました。ぱんだ組は、子ども達の
大好きなキョウリュウジャーとプリキュアの遊戯を披露しました。楽
しみにしていた本物そっくりの衣装に大喜びの子どもたち。キョウ
リュウジャーを踊っていた男の子たちから、水上村の平和を願うメッ
セージが伝えられると、会場からあたたかい拍手が巻き起こりました。
きりん組は、最後の発表会となる年長児が年中児と共にすばらしい演
技や演奏で盛り上げてくれました。遊戯では、年長児の男の子が袴姿
で凛々しく、女の子はＡＫＢでハッスル、年中児の男の子はちょっぴ
り気取って、女の子は元気よく、それぞれにのりにのって踊り、雰囲
気を醸し出していました。早くから取り組んだ合奏やハンドベルは、
今の日本を象徴した曲でとても感動的で、子どもたちの成長を特に感
じさせてくれるものでした。
　この1か月余、子どもたちは毎日練習に頑張ってきました。そして、
その成果を精一杯発揮し発表することができ、保護者に喜んでもらえ
たことで、子どもたちは大満足のようでした。

あったかムードの発表会！あったかムードの発表会！あったかムードの発表会！あったかムードの発表会！あったかムードの発表会！あったかムードの発表会！
湯山保育所湯山保育所湯山保育所
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　昨年 12月 19日に湯山北目地区の「山の神」神社に鳥居が建立されました。「人吉球磨で伝統技術
を学ぶ生徒の力を借りたい」と黒木忠利区長が球磨工業高校伝統建築専攻科に製作を依頼。11月から
作業に着手し、専攻科１年生の３名が製作にあたりました。
　霧の立ちこめる中、建立が行われ、その出来映えに黒木区長をはじめ関係者も満足されていました。

　12月 14日（土）、岩野保育所の発表会が開催されました。全園児 60名が歌や合奏、遊戯や劇あそびな
ど盛り沢山な内容で発表し、保護者やおじいちゃん、おばあちゃん、地域の皆さんにその成長した姿を披露
しました。
　年長児 11名による「はじめのことば」で開幕。次に、お揃いの白いケープ姿で登場した可愛いひよこ組
27名が歌や手あそび、自己紹介を披露し、泣くことなく可愛らしい表情で演じる姿に会場内もほのぼのした
空気に包まれました。また、ひよこ組の劇「三びきのやぎのがらがらどん」は会場からどよめきが起きるほ
どの演出があり、子どもたちも大、中、小のやぎになりきって生き生きと演じていました。
　りす組 11名は男の子女の子に分かれての遊戯で、それぞれ憧れのキャラクターになりきって嬉しそうに
踊り、ラインダンスはクリスマスにちなんで、サンタクロースの衣装に身を包み、クリスマスの曲に合わせ
て息の合った演技を披露してくれました。劇「かさじぞう」は、それぞれ自分で選んだ役になりきって演じ
る姿がなんとも可愛らしく、お客さんからも和やかな笑い声が絶えない内容でした。
　うさぎ組 22名は、今年最後となる年長児を中心に素晴らしい演技、演奏を披露してくれました。最初の
番組「歌・合奏」では少し緊張した表情でしたが、早くから毎日一生懸命練習してきた成果を十分発揮する
ことができ、会場からも沢山の拍手をもらいました。遊戯ではりす組同様、男の子はかっこよく、女の子は
可愛いアイドルの衣装で踊り会場を沸かせていました。オペレッタ「白雪姫」では、劇団「四季」に負けず
劣らずの演技で熱演し、さすがうさぎ組！と感じさせてくれました。年長児によるミュージックベルは「ア
ンパンマンマーチ」に挑戦し、テンポの速いメロディーも上手に奏でることができました。
　発表会を目標に子どもたちは毎日楽しみながら練習に励んできました。発表会では大勢の皆さんの前で練
習の成果を十分に発揮し、家族や先生達から沢山褒められ、今後の自信に繋がったことと思います。

盛り沢山で賑わった発表会！盛り沢山で賑わった発表会！盛り沢山で賑わった発表会！盛り沢山で賑わった発表会！盛り沢山で賑わった発表会！盛り沢山で賑わった発表会！
岩野保育所岩野保育所岩野保育所

「山の神」神社に鳥居建立
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第61回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会
水上Aチーム９位、水上Bチーム20位と健闘しました !!

　12 月 15 日（日）、須恵小学校前をスタート・ゴールに第 61 回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会（８区間
52.94 ｋｍ）が開かれ、市町村代表の 24 チームが出場しました。
　厳しい寒さの中、午前 10 時 00 分の号砲
で各市町村一斉にスタート。全選手が力強
い走りを見せ、目標の５位には届きません
でしたが、水上村チームは９位と健闘しま
した。
　選手、関係者の皆さん、大変お疲れ様で
した。また、寒い中、沿道での温かいご声
援ありがとうございました。主な成績は次
のとおりです。

順位・記録
チーム名

１区 
　7570m

２区 
　9100m

３区
　8750m

４区 中学生
　4350m

５区 
　5880m

６区 
　7690m

７区
　6970m

８区 女　子
　2340m

① 2° 52′ 36
錦 町 Ａ

菱刈　大貴
724′55

③杉枝　真二
53′26128′31

③原　　茂明
1°22′43429′17

②原田　秀人
1°37′02714′19

②久保山護熙
1°55′55118′53

②久間　章弘
2°21′26225′31

❶福田　哲哉
2°44′01122′35

❶小川　絵莉
2°52′3638′35

②2° 52′ 48
湯 前 町 Ａ

太田黒　卓
123′32

❶合志　泰紀
52′58429′26

❶樅木　謙雄
1°20′59128′01

❶吉村　晃世
1°34′38113′39

❶椎葉　祐介
1°54′26619′48

❶岡本　祐二
2°19′56125′30

②福屋　博樹
2°44′25724′29

②栗原　　緑
2°52′4828′23

③2° 53′ 29
人 吉 市 Ａ

横瀬　理樹
224′24

②古賀　孝志
53′15228′51

⑤徳澄　聖也
1°23′18530′03

③西　聡太朗
1°37′09413′51

③中神　淳広
1°56′38219′29

③藤河　　建
2°22′32425′54

③尾方　拳志
2°45′24222′52

③永山　南有
2°53′2918′05

⑨3° 07′ 59
水 上 村 Ａ

小川　拓郎
524′49

⑥藤原　寿弘
55′53731′04

⑥唐鎌　航也
1°27′181031′25

⑥小原　基広
1°42′411615′23

⑧井上　智也
2°05′051722′24

⑧木下　宏継
2°32′53927′48

⑧小原　正道
2°58′271125′34

⑨山崎さくら
3°07′59209′32

⑳3° 21′ 59
水 上 村 Ｂ

白川　郁也
2228′45

⑳岡本　孝雄
1°03′061834′21

⑱湯谷　政彦
1°35′021231′56

⑱足立　大樹
1°50′572215′55

⑱入江　拓実
2°13′051622′08

⑱椎葉　直樹
2°42′472029′42

⑳西　　祐一
3°12′322329′45

⑳西　　翔子
3°21′59179′27

第 61 回　球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会　総合成績表
( 競技者名の前の໐数字は通算順位、競技者名の下の数字は通算記録、□数字は区間順位、区間記録の順に記載 )

水上村Ａ水上村Ａ

チームチーム

水上村Ａ

チーム

水上村Ｂ水上村Ｂ

チームチーム

水上村Ｂ

チーム

１区 小川拓郎選手 ２区 藤原寿弘選手 １区 白川郁也選手 ２区 岡本孝雄選手

５区 井上智也選手 ４区 小原基広選手 ３区 唐鎌航也選手 ５区 入江拓実選手 ４区 足立大樹選手 ３区 湯谷政彦選手

６区 木下宏継選手 ７区 小原正道選手 ８区 山崎さくら選手 ６区 椎葉直樹選手 ７区 西　祐一選手 ８区 西　翔子選手

選手
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　平成 25年 12月 28日（土）から 29日（日）
において、水上元気クラブ会員を中心に、小
学生高学年と中学生を対象として、アメリカ・
オランダの総勢 47名の方々と国際交流会が
開催されました。１日目は湯山交流センター
において、懇親会が行われ、各国からの自己
紹介や挨拶をしながら、水上村の子ども達と
仲良く交流していました。
　２日目は、市房山キャンプ場において地域
伝統芸能の「上楠臼太鼓踊り」が披露されました。アメリカ・オランダのみなさんは初めて
見る踊りの迫力に大変喜んで、有意義な２日間の交流会となりました。

　水上村水資源活用調査検討プロジェクトにより検討されてきた宣伝水
「みずかみ村の水」が製品化されました。古屋敷簡易水道地下水源の余剰
水を採水し、委託製造により 330㎖のペットボトルに詰めたもの。本年

度は12,000 本が製造されました。
　村内の豊富な水資源を活用し、各種イ
ベントやスポーツ大会、物産展等で提供
し、幅広く利用することで村の魅力の発
信、知名度の向上と交流人口の拡大につ
なげる宣伝効果が期待されます。すでに、
各種会議や第２回公認奥球磨ロードレー
ス大会、桜の里一周駅伝大会等で利用さ
れています。

宣伝水「みずかみ村の水」製品化宣伝水「みずかみ村の水」製品化

水上元気クラブ国際交流会 !!
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………村内News

『１ha以上の土地取引には、届出が必要です』
○届出の必要な土地取引
　１ha（10,000 ㎡）以上の土地について、売買・交換・地上権の設定・譲渡等の契約を締結した
場合、届出が必要となります。

○届出の手続き
　土地の権利取得者（買主）は、土地の所在する市町村の国土利用法担当課窓口（本村の場合は役
場企画観光課）に、契約（予約も含む）締結日を含めて２週間以内に届け出てください。

◇お問い合わせ先
　・水上村役場企画観光課　　電話　４４－０３１２
　・熊本県地域振興課地域づくり県央推進・調整班　　電話　０９６－３３３－２１８１

　楽しい“もちつき”
　12月 18日（水）、水上村青年農業者倶楽部（４Hクラブ）が、

岩野・湯山保育所で恒例となっている餅つき訪問を行いました。

４Hクラブのお兄さん達が餅をつく姿を見て、園児達はまだか

まだかと落ち着かない様子。園児達は餅をつかせてもらうと大

はしゃぎでした。ついた餅をみんなでまん丸になるよう一生懸

命丸め作業。できあがったつきたての餅を笑顔でほおばってい

ました。当日はあいにくの雨でしたが、園児達はとても楽しそ

うでした。４Hクラブの皆さん、忙しい中楽しいイベントをあ

りがとうございました。
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ファミリ
ーやお友

達どうし
、

またはお
一人でも

、

お気軽に
ご参加く

ださい！
！

大会要項
■開催日　３月22日（土）　午前９時30分開会式（雨天決行）
■会　場　市房ダム湖　湯山運動公園（熊本県球磨郡水上村湯山）
■参加申込締切　２月21日（金）（当日消印有効）

■種　目

※学年は平成25年度、年齢は大会当日の年齢を基準とします。
■大 会 日 程　 ８：30～　受付（９：30終了）　
　　　　　　　　 ９：30～　開会式　　　　
　　　　　　　　10：30～　うきうきコース スタート
　　　　　　　　11：15～　どきどきコース スタート
　　　　　　　　11：20～　わくわくコース スタート
　　　　　　　　13：30～　閉会式　※閉会式終了後におたのしみ抽選会
■参　加　料　中学生以下　1,000円（幼児及び村内の児童・生徒は700円）
　　　　　　　　高校生　1,500円　一般　3,000円
　　　　　　　　※但し、保険料・食事代含む。
■参 加 資 格　楽しく走れる方ならどなたでも参加できます。
■表　　　彰　①各種目３位までの入賞者に賞状及び賞品。完走者全員に完走賞があります。
　　　　　　　　②参加者全員に参加賞（Ｔシャツ予定）
　　　　　　　　③その他、特別賞を多数用意しています。
■参加申込方法　●所定の申込書兼払込取扱票にて申込料を振込んで下さい。（郵便局）
　　　　　　　　●振込後の申込料は返還しません。
　　　　　　　　●申込後に参加受付票を大会事務局より返送しますので、当日会場受付にご持参下さい。

●メールで申込みの場合は、事務局より申込書兼払込取扱票を郵送しますので、住所、郵
便番号、氏名、生年月日、電話番号及び出場種目をお知らせ下さい。
　kyouiku@vill.mizukami.lg.jp
●学校等の団体による申込みも可能です。

■申込み及び問い合わせ先
　　　　　　　　日本一の桜の里健康マラソン大会事務局
　　　　　　　　〒868-0701　熊本県球磨郡水上村大字岩野2678　岩野公民館 内
　　　　　　　　TEL 0966-44-0333　FAX 0966-44-0329

どきどきコース
【ダム一周 (13.4km)】
①高校生～39歳以下男子
②40歳以上男子
③一般女子（高校生含む）
※10kmを１時 30分以内
で走れる方。

わくわくコース【５km】
④中学女子・高校女子
⑤中学男子
⑥18歳～39歳以下男子
　（高校生除く）
⑦40歳以上男子
⑧一般女子
　（高校生除く）

うきうきコース【３km】
⑨年齢制限はありません

ファミリー大歓迎！

日本一の桜の里

健康マラソン大会
　　参加者大募集！

日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本一一一一一一一一一のののののののののの桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜のののののののののの里里里里里里里里里里
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○
小
野
頼
年
氏
「
第
５
回
ベ
テ
ラ
ン
国
際
柔
道
大
会
」
優
勝

　
　

11
月
26
日
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ

れ
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
た
、
50
才
か
ら
54
才
ま

で
の
81
㎏
級
に
お
い
て
み
ご
と
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
。

○
第
２
回
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
つ
い
て

　
　

公
務
員
ラ
ン
ナ
ー
「
川
内
優
輝
」
選
手
を
始
め
５
０
０
名

が
参
加
見
込
み
。

○
水
資
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み
ず
か
み
村
の
水
」
が
完
成

　
　

古
屋
敷
水
道
施
設
の
水
源
を
利
用
し
、
外
注
に
よ
り
製
品

化
し
た
も
の
で
、
本
年
度
１
２
０
０
０
本
の
う
ち
、
今
回

６
０
０
０
本
が
完
成

し
、
村
の
宣
伝
戦
略
用

と
し
て
使
用
す
る
。

　
　○
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
、
ゴ
ミ
処
理
料
の

値
上
げ

　
　

家
庭
や
事
業
所
か

ら
、
直
接
、
持
ち
込
ま

れ
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、

10
㎏
当
た
り
８
０
円
が

１
０
０
円
に
値
上
げ
と

な
る
。（
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
）

○
水
上
葬
斎
場
待
合
室
改
修
工
事
に
つ
い
て

　
　

現
在
の
待
合
室
を
一
部
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化
し
、
和
室
を
８

畳
２
間
増
設
、
ま
た
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ
を
２
カ
所

新
設

第４回12月定例会
江代地域の防災拠点に

水上村江代地域防災拠点施設の設置及び管理に関する条例を制定

第３号

　

平
成
25
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
が
12
月
11

日
か
ら
12
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
６
件
、
25
年
度
各
会

計
補
正
予
算
６
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執

行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

人吉球磨クリーンプラザ
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○
郡
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
に
つ
い
て

　
　

水
上
中
学
校
１
年
大
手
星
太
（
し
ょ
う

た
）
君
と
幸
野
葵
（
あ
お
い
）
さ
ん
の
ペ

ア
が
見
事
優
勝
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

坂
口
守
雄
氏
（
岩
野
覚
井
）
に
つ
い
て

の
諮
問
（
再
推
薦
）
が
あ
り
、
諮
問
の
と

お
り
賛
成
し
ま
し
た
。

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

○
水
上
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

公
的
年
金
か
ら
仮
特
別
徴
収
す
る
村
民

税
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
公
的
年
金
の
本

特
別
徴
収
の
額
と
し
て
い
た
も
の
を
、
前

年
度
に
課
し
た
公
的
年
金
所
得
に
係
る
村

民
税
額
の
２
分
の
１
と
す
る
こ
と
な
ど
。

○
水
上
村
税
外
収
入
金
に
係
る
督
促
手
数
料

及
び
延
滞
金
徴
収
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

延
滞
金
割
合
の
特
例
を
追
加
さ
れ
る
こ
と

な
ど
。

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
ヶ
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間　

７
・
３
％
↓
３
・

０
％
（
変
動
す
る
た
め
参
考
数
値
）

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
ヶ
月
を
経
過
し

た
日
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で

の
期
間　

14
・
６
％
↓
９
・
３
％
（
変

動
す
る
た
め
参
考
数
値
）

（
い
ず
れ
も
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
）

○
水
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
「
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
」

の
分
離
課
税
に
つ
い
て
、
特
定
公
社
債
の

利
子
が
対
象
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
な
ど
。

○
水
上
村
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　

印
刷
複
写
機
、
電
算
シ
ス
テ
ム
、
電
子

事
務
機
器
の
借
上
げ
に
係
る
契
約
及
び
そ

れ
ら
の
保
守
業
務
の
委
託
に
係
る
契
約
に

つ
い
て
、
複
数
年
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

バリアフリー
WCを新設

畳10帖を
フローリング
に改修

畳10帖を
フローリング
に改修

男女WC
バリアフリー
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○
水
上
村
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」に
基
づ
き
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
計

画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
保

護
者
を
含
む
子
育
て
支
援
当
事
者
な
ど
の

意
見
を
聴
く
た
め
の
会
議
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

○
水
上
村
江
代
地
域
防
災
拠
点
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　

江
代
地
域
の
避
難
等
に
使
用
す
る
た

め
、
古
屋
敷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
に
設

置
す
る
も
の
で
、
そ
の
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億
１
，
５

６
０
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
２
８
億
８
，

８
１
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
１
億
円
な
ど
を
追
加
計
上
し

ま
し
た
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
１
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
８
億
８
，
８
５
１
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
公
用
車
事
故
に

伴
う
修
理
代
３
４
万
円
（
保
険
に
よ
り
）

な
ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

○
平
成
25
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
８
０
９

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
６
８
５
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
２
２
１

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
５
，
４
３

３
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
６
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
，
９
０
８
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
５
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
５
，
１
９
５
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
公
用
車
事
故
に
つ
い
て
、
過
失

割
合
に
応
じ
た
損
害
賠
償
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

職
員
試
験
採
用
に
つ
い
て

一
般
事
務
職
（
高
卒
）、
行
政
職
（
大

卒
）
の
採
用
公
募
を
さ
れ
て
い
る
が
、

区
分
し
て
の
募
集
が
必
要
か
。

中
嶽
総
務
課
長　

一
般
事
務
は
企
画

事
務
の
立
案
・
企
画
事
項
の
遂
行
、

行
政
事
務
は
企
画
事
務
の
立
案
・
遂
行
・
専

門
性
を
求
め
募
集
し
て
い
る
。

一
般
職
の
高
卒
と
大
卒
の
昇
給
制
度

に
つ
い
て
、規
則
・
条
例
は
あ
る
の
か
。

廣
瀬
村
長　

昇
級
は
１
級
か
ら
５
級

ま
で
あ
り
、
在
職
年
数
が
基
準
を
満

た
せ
ば
次
へ
昇
格
す
る
。
本
村
の
場
合
は
、

主
事
・
参
事
・
係
長
・
課
長
補
佐
・
課
長
と

い
う
職
階
制
が
あ
る
。
ま
た
、
自
己
評
価
・

一
次
評
価
・
二
次
評
価
と
評
価
制
度
も
導
入

し
な
が
ら
昇
級
し
て
い
る
。

一
方
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
採
用
の

基
本
的
な
指
針
等
は
ど
う
か
。

一　

般　

質　

問
那須 正弘　議員

廣
瀬
村
長　

職
員
を
募
集
す
る
場

合
、
原
則
的
に
年
齢
・
性
別
・
国
籍

等
の
規
制
は
で
き
な
い
。
今
回
は
あ
る
程
度

の
経
験
を
判
断
し
、
免
許
・
資
格
も
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
年
齢
制
限
を
設
け
ず
に
募
集

し
た
。法

律
で
年
齢
制
限
で
き
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

廣
瀬
村
長　

雇
用
対
策
法
第
10
条
に

年
齢
制
限
の
禁
止
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

採
用
試
験
選
考
委
員
会
に
教
育
長
も

選
任
さ
れ
て
い
る
の
か
。

中
嶽
総
務
課
長　

選
考
委
員
の
組
織

と
し
て
、
郡
市
で
４
町
村
が
町
村
長
・

副
町
村
長
・
教
育
長
・
総
務
課
長
で
面
接
を

行
っ
て
い
る
。

職
員
採
用
決
定
者
の
判
定
基
準
の
定

め
が
、
策
定
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

椎
葉
副
村
長　

一
次
試
験
は
県
の
町

村
会
へ
委
任
し
、
そ
の
判
定
基
準
以

上
の
点
数
で
一
次
試
験
合
格
、
二
次
試
験
は

評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
合
格
と
な
る
。

教
育
委
員
会
に
つ
い
て

条
例
に
よ
る
教
育
長
の
勤
務
時
間
、

そ
の
他
の
勤
務
条
件
は
。
ま
た
、
一

般
職
の
適
用
を
受
け
る
た
め
、
出
勤
簿
・
勤

問問問

問問問

答答

答答答答問
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生
労
働
省
）

と
、放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
推

進
事
業（
文
部

科
学
省
）が
あ

る
。学
童
保
育

は
、開
設
日
数
、

時
間
、対
象
年

齢
、指
導
者
な

ど
、い
ろ
い
ろ
規

制
が
あ
り
、現

在
近
隣
で
は

湯
前
町
が
２
か

所
、多
良
木
町
が
４
か
所
、民
間
の
保
育
所
が

実
施
し
て
い
る
。検
討
す
る
な
ら
現
在
の
わ
ん

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
わ
ん
ぱ
く

キ
ッ
ズ
塾
）
に
つ
い
て

現
在
行
わ
れ
て
い
る
内
容
は
。

橋
本
教
育
課
長　

平
成
19
年
度
か
ら
、

国・県・市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
ず

つ
負
担
し
て
、放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事

業
が
始
ま
り
、現
在
は
岩
野
公
民
館
と
湯
山

交
流
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
で
実
施
し
て
い
る
。月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
５
日
で
、午
後
３

時
か
ら
５
時
ま
で
の
２
時
間
を
設
定
し
、教
育

活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
２
名
体
制
で
子
供
た
ち
を
見

米本 宗徳　議員

問答 務
状
況
・
年
休
の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
べ

き
で
は
。井

上
教
育
長　

出
退
時
間・勤
務
時
間

中
の
姿
勢
は
、他
の
職
員
と
同
じ
よ
う

に
や
っ
て
い
る
。教
育
長
に
は
出
勤
簿
は
な
く
、

土
曜
日・日
曜
日
の
出
勤
、ま
た
、夜
の
会
合
に

も
出
席
す
る
こ
と
が
あ
り
、出
勤
簿
に
押
印
す

る
こ
と
で
、代
休
措
置
が
必
要
と
な
り
事
務
的

に
支
障
を
き
た
す
場
面
が
あ
る
。

教
育
長
に
一
般
職
の
適
用
を
さ

せ
な
い
条
例
・
規
則
の
改
正
を
。

答

現
在
、
教
育
長
は
人
吉
市
か
ら
通
勤

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
を
明

け
渡
さ
れ
て
通
勤
さ
れ
て
は
。

井
上
教
育
長　

入
居
者
希
望
が
あ
れ

ば
、
明
け
渡
し
た
方
が
良
い
の
で
は

と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
公
営
住
宅
に
つ
い
て

　

○
災
害
時
の
避
難
態
勢
等
に
つ
い
て

答守
っ
て
い
る
。

又
、保
護
者

の
中
で
協
力

で
き
る
方
に

も
お
願
い
し

て
い
る
。
平

成
22
年
度
か

ら
24
年
度
の

参
加
申
込

者
数
は
あ
ま

り
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、

延
べ
参
加
者

数（
24
年
度
実
績
で
岩
野
４
，９
４
６
人
、湯
山

２
，３
７
４
人
）は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

共
働
き
の
家
庭
が
増
え
て
い
る
中
、

こ
の
教
室
の
時
間
延
長
、
今
後
の
在

り
方
は
。廣瀬

村
長　

方
法
と
し
て
は
、学
童
保

育
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業（
厚

岩野公民館

要
望

問問答

ぱ
く
キ
ッ
ズ
塾
の
延
長
で
あ
り
、そ
の
場
合
、指

導
者
、あ
る
い
は
希
望
者
等
に
つ
い
て
、十
分
検

討
、調
査
が
必
要
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
希
望
者
が
多

け
れ
ば
４
月
か
ら
の
延
長
は
可
能
か
。

廣
瀬
村
長　

今
年
度
で
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
、学
童
保
育
も
視
野
に
入
れ

た
、子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

す
る
。年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

保
護
者
に
と
っ
て
は
、長
期
休
暇

（
春
休
み
、夏
休
み
、冬
休
み
）が

一
番
大
変
で
あ
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、良
く
検
討
さ
れ
、よ
り
良
い
子
育
て
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

答 問
湯山地域交流センター

防
災
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
が
増

え
る
中
、
非
常
時
に
お
け
る
避
難
の

手
段
が
問
題
だ
と
考
え
る
。
災
害
の
危
険

性
が
あ
る
場
合
、
そ
の
家
庭
ま
た
は
個
人

が
、
子
ど
も
・
親
戚
の
家
ま
た
は
避
難
場

所
等
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か

米良　哲　議員

問

る
よ
う
、
玄
関
先
に
目
印
が
あ
れ
ば
地
域

の
方
や
消
防
団
員
な
ど
安
否
確
認
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

廣
瀬
村
長　

本
村
で
は
毎
年
防
災
会

議
を
実
施
し
、防
災
計
画
を
立
て
て
い

る
。そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、消
防
団
、民
生
委
員

並
び
に
区
長
を
中
心
と
し
た
区
の
皆
さ
ん
に
、

世
帯
の
巡
回
確
認・把
握
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。目
印
に
つ
い
て
は
、事
故
が
あ
っ
た
場
合
、自

宅
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
捜
査
が
な
さ
れ
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、十
分
慎
重
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。何
よ
り
も
、災
害
等
の

緊
急
時
に
お
け
る
対
応
と
し
て
情
報
管
理
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

要
望

答
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観
光
の
推
進
に
つ
い
て

観
光
を
推
進
す
る
に
は
、
観
光
客
の

「
足
」
の
確
保
が
根
底
を
な
し
、
い
か

に
し
て
水
上
村
を
訪
れ
る
人
々
を
誘
致
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
昨
年
、
熊
本
人
吉

間
で
運
行
し
た
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
は
、
３
月
16

日
か
ら
11
月
16
日
（
週
末
、
祝
日
、
夏
休
み
）

に
１
日
１
往
復
、
延
べ
１
２
９
日
の
運
行
が

富山 憲治　議員

な
さ
れ
、
３
３
，
５
０
０
人
の
利
用
が
あ
る
。

誘
致
策
と
し
て
、
く
ま
川
鉄
道
へ
も
「
Ｓ
Ｌ

列
車
」
を
運
行
し
、
こ
の
乗
客
を
水
上
村
に

迎
え
入
れ
る
た
め
、
町
村
長
会
、
議
長
会
に

も
提
案
し
、
検
討
す
る
考
え
は
。

廣
瀬
村
長　

今
ま
で
も
自
然
と
共
生

す
る
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
、

集
客
に
力
を
注
い
で
き
た
。
昭
和
60
年
か
ら

「
日
本
一
桜
の
里
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、

平
成
９
年
か
ら
「
水
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」

な
ど
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
近
年
は
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
と
し
て
の
認
定
を
受
け

集
客
に
努
力
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
施
設
も

あ
り
、
入
り
客
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
後
は
「
奥
球
磨

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
な
ど
を
足
が
か
り
に
、
高

地
利
用
型
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の

設
置
も
視
野
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
よ
る
集
客

も
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｌ
列
車
に

つ
い
て
は
、
運
行
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
鉄

橋
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
人
吉
球
磨
広
域
行

政
組
合
や
町
村
会
等
で
協
議
を
進
め
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
湯
前
か
ら
水
上
ま
で
の
交

通
手
段
が
連
携
し
て
い
な
け
れ
ば
村
へ
の
恩

恵
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

こ
こ
20
、
30
年
で
経
験
の
な
い
大
雨

の
た
め
、
土
砂
災
害
が
１・
５
倍
に
増

問

問 答

SL 人吉

加
（
国
土
交
通
省
ま
と
め
）
し
て
い
る
。
伊

豆
大
島
の
災
害
を
踏
ま
え
、
想
定
外
を
想
定

し
た
危
険
箇
所
の
再
調
査
の
考
え
は
。

中
嶽
総
務
課
長　

水
上
村
が
調
査
し

た
危
険
と
思
わ
れ
る
地
域
は
46
ヶ
所

で
、
県
が
認
定
し
て
い
る
地
域
は
本
村
調
査

を
下
回
っ
て
い
る
。
県
の
土
砂
災
害
防
止
法

に
伴
う
最
終
的
な
危
険
箇
所
は
江
代
地
区
の

６
ヶ
所
で
あ
り
、
地
域
住
民
に
説
明
し
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

現
在
、
本
村
で
は
避
難
準
備
、
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
は
ど
の
よ
う
な
状

況
下
で
発
令
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
と
き
に
解
除
通
告
が
な
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
想
定
し
、
地
域
ご
と

に
で
も
日
頃
か
ら
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
そ

の
認
識
を
図
っ
て
お
く
べ
き
と
思
う
が
そ
の

考
え
は
。廣

瀬
村
長　

気
象
庁
よ
り
大
雨
・
洪

水
等
の
警
報
が
出
た
場
合
、
役
場
に

３
名
登
庁
し
情
報
の
収
集
に
あ
た
る
。
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
出
さ
れ
る
と
、
村
長
・
副

村
長
・
教
育
長
・
消
防
団
で
本
部
を
開
設

し
、
職
員
も
９
班
体
制
で
対
応
に
あ
た
る
。

避
難
準
備
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
あ
る
い

は
解
除
に
関
し
て
は
、
関
係
機
関
か
ら
の
情

報
を
も
と
に
消
防
団
と
連
携
し
な
が
ら
、
勧

告
、
指
示
は
早
め
に
、
解
除
は
住
民
の
安
全

が
確
保
で
き
る
と
判
断
し
た
場
合
に
発
令
す

る
。
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
に
江

代
地
域
防
災
拠
点
施
設
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

問 答

を
期
に
、
国
土
交
通
省
・
県
・
警
察
・
消
防

に
協
力
い
た
だ
き
、
江
代
地
区
の
避
難
訓
練

に
取
り
組
み
、
そ
の
後
も
随
時
大
字
ご
と
の

訓
練
を
考
え
た
い
。

避
難
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
は
（
例
え

ば
寝
具
・
食
事
・
医
療
等
）。
ま
た
、

寝
た
き
り
、
高
齢
者
な
ど
自
分
で
避
難
で
き

な
い
方
の
交
通
手
段
は
。

廣
瀬
村
長　

避
難
所
は
大
字
ご
と
に

１
ヶ
所
ず
つ
冷
暖
房
完
備
の
施
設
を

開
設
し
て
い
る
。
寝
具
は
毛
布
50
枚
（
今
後

20
枚
追
加
購
入
）
用
意
し
て
い
る
。
避
難
住

民
に
対
し
保
健
師
・
民
生
委
員
な
ど
で
心
と

体
の
ケ
ア
に
あ
た
り
、
女
性
消
防
隊
も
活

用
す
る
。
高
齢
者
や
寝
た
き
り
の
方
々
の
移

送
手
段
は
、
消
防
団
・
民
生
委
員
・
社
協
職

員
・
役
場
職
員
で
対
応
す
る
。
と
に
か
く
早

め
の
避
難
を
心
が
け
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
道
路
危
険
防
止
策
に
つ
い
て

　

○
電
力
受
給
に
つ
い
て

答

答 問
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1010
月月
2323
日
開
催

日
開
催　　

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

第
三
セ
ク
タ
ー
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告（
全
文
）

　

９
月
13
日
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
「
第
三
セ
ク
タ
ー
調
査
特
別
委
員

会
」
に
お
け
る
中
間
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
、第
三
セ
ク
タ
ー
「
株
式
会
社
み
ず
か
み
」
に
お
け
る
第
11
期
（
平

成
24
年
度
）
決
算
で
、
２
，
５
０
０
万
円
を
超
え
る
損
失
と
な
り
、
５
，
０
０
０
万
円
あ
っ

た
資
本
金
も
マ
イ
ナ
ス
計
上
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
決
算
状
況
及
び
今
後
の
運
営
改
善
等

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
議
長
発
議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
３
回
に

渡
り
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
委
員
会
は
委
員
長
、
副
委
員
長
を
選
任
す
る
た
め
、
定
例
会
当
日
に
開
催
し
、

実
質
、
第
２
回
委
員
会
か
ら
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
開
催
し
た
第
２
回
委
員
会
で
は
、「
株
式
会
社
み
ず
か
み
」
よ
り
、
参
考
人

と
し
て
３
名
の
出
席
要
請
を
行
い
、
決
算
状
況
及
び
改
善
計
画
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
業
績
悪
化
の
要
因
と
し
て
は
、
売
上
高
、
売
上
原
価
、
人
件
費
、
水
道
光
熱
費

等
を
店
舗
ご
と
に
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
管
理
を
し
て
い
た
こ
と
。
売
上
、
利
用
客
数
に

だ
け
こ
だ
わ
り
売
上
原
価
の
高
騰
を
招
い
た
こ
と
。
外
販
に
頼
り
各
施
設
の
管
理
が
不
徹

底
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
、
改
善
策
と
し
て
は
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
翌
年

５
月
ま
で
社
長
の
給
与
10
％
カ
ッ
ト
を
含
め
た
、
人
事
、
労
務
を
始
め
と
し
た
経
営
管
理

体
制
の
見
直
し
、
積
極
的
な
運
営
参
加
等
に
よ
り
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
な

ど
の
計
画
が
施
設
ご
と
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
12
期
（
平
成
25
年
度
）
収
支
計
画
に
お
い
て
は
、
公
的
資
金
と
し
て
、
元
湯
の
燃
料

高
騰
対
策
な
ど
の
各
種
補
助
５
０
５
万
円
、
金
融
機
関
か
ら
の
１
，
０
０
０
万
円
の
借
入

が
予
定
さ
れ
、
１
，
１
７
１
万
円
の
経
常
利
益
が
推
計
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
社
長
か
ら

は
金
融
機
関
か
ら
の
１
，
０
０
０
万
円
の
借
入
が
無
理
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
村
か
ら
の

増
資
ま
た
は
貸
付
を
お
願
い
で
き
な
い
か
依
頼
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
各
種
補

助
に
つ
い
て
は
、
赤
字
補
填
に
し
か
な
ら
ず
抵
抗
が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
開
催
し
た
第
３
回
委
員
会
に
お
い
て
は
、
第
２
回
の
意
見
を
踏
ま
え
た
改

善
計
画
が
提
出
さ
れ
、
前
回
に
続
き
参
考
人
と
し
て
「
株
式
会
社
み
ず
か
み
」
か
ら
２
名

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
善
計
画
で
は
前
回
難
色
が
示
さ
れ
て
い
た
各
種
補
助
に
つ
い

て
は
白
紙
に
戻
し
、
各
施
設
の
営
業
時
間
の
見
直
し
、
元
湯
に
つ
い
て
は
第
13
期
（
平
成

26
年
度
）
か
ら
指
定
管
理
を
外
し
、
村
へ
返
還
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
営

業
時
間
の
短
縮
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果
と
の
意
見
や
、
元
湯
の
村
へ

の
返
還
に
つ
い
て
は
、
村
と
し
て
も
経
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
委
託
し
た
ま
ま
で
補

助
金
を
出
し
て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
収
支
計
画
表
で
は
、
各
種
補
助
金
を

見
直
し
た
こ
と
で
、
第
12
期
の
借
入
金
１
，
０
０
０
万
円
と
合
わ
せ
、
第
13
期
で
は
１
，

９
０
０
万
円
を
借
入
し
、
合
計
２
，
９
０
０
万
円
の
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
長
の
個
人
補
償
に
よ
る
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
廣
瀬
村
長
か
ら
は
借
入
予
定
と
し
て
い
た
２
，
９
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

村
か
ら
の
増
資
と
し
て
の
申
出
が
あ
り
、
筆
頭
株
主
と
し
て
の
自
ら
の
責
任
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
第
12
期
で
予
定
さ
れ
て
い
た
借
入
金
１
，
０
０
０
万
円
、
第
13
期

の
１
，
９
０
０
万
円
の
合
わ
せ
て
２
，
９
０
０
万
円
を
第
12
期
で
増
資
す
る
こ
と
を
認
め
、

本
日
の
臨
時
会
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
が
中
間
報
告
に
お
け
る
協
議
事
項
の
概
略
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

会
社
法
に
よ
る
賠
償
責
任
、
元
湯
の
返
還
問
題
、
営
業
時
間
の
見
直
し
、
新
商
品
開
発
、

個
人
で
の
株
券
取
得
な
ど
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
別
紙
に
よ
り

継
続
調
査
申
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
長　

 

那　

須　

正　

弘　
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早
い
も
の
で
平
成
26
年
も
ひ
と
月

が
過
ぎ
、
暦
の
上
で
は
立
春
ま
で
あ
と

わ
ず
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
寒
さ
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
新
年
早
々
成
人
式
が
行
わ

れ
、
31
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
成
人
者
の
一
言
ス
ピ
ー
チ

で
は
、
近
況
報
告
や
今
後
の
抱
負
が

発
表
さ
れ
、
我
々
の
時
代
と
違
い
、

物
怖
じ
し
な
い
堂
々
と
し
た
話
し
ぶ

り
、
考
え
方
な
ど
、
次
の
世
代
を
担

う
皆
さ
ん
に
心
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
人
生
の
節
目
と
も

言
え
る
卒
業
式
、
入
学
式
な
ど
が
あ

り
１
年
で
最
も
忙
し
い
時
期
を
迎
え

ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は
本
村
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
「
桜
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
今
年
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

是
非
、
多
く
の
人
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
水
上
村
の
「
桜
」
を
堪
能
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

米
良　
　

哲

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

小
野　

頼
年

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　

員　
　
　

荒
嶽　
　

晋

米
良　
　

哲

○
水
上
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　

村
長
の
給
料
月
額
の
10
％
減
額
（
７
ヶ

月
）に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、

全
員
反
対
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

　

12
月
17
日
、
本
年
度
策
定
し
た
「
第
二

次
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
計
画
」
実
現
に

向
け
、
先
に
実
施
し
た
熊
本
県
、
熊
本
県

企
業
局
並
び
に
球
磨
地
域
振
興
局
要
望

に
引
き
続
き
実
施
。
平
成
19
年
の
当
初

策
定
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

本
年
度
再
策
定
し
た
も
の
で
、
廣
瀬
村

長
を
始
め
執
行
部
と
と
も
に
大
石
議
長
、

立
尾
副
議
長
が
同
行
し
ま
し
た
。
要
望

に
は
、
県
道
上
椎
葉
湯
前
線
全
線
改
良

の
ほ
か
、
ダ
ム
湖
周
辺
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
計
画
、
ダ
ム
集
水
区
域
内
山
林
の
公

有
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
９
１
５

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
７
億
７
，
２

５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー

　

市
房
ダ
ム
湖
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
要
望

　
　
　
　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
八
代
河
川
国
道
事
務
所
へ

岩﨑局長に要望書を提出する廣瀬村長

堂薗所長に要望書を提出する廣瀬村長

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

「
株
式
会
社
み
ず
か
み
」出
資
金（
増
資
分
）

２
，
９
０
０
万
円
な
ど

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》
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国民年金保険料の口座振替・前納制度のご案内

便利　 口座振替により保険料を納めていただくと、

お得　 前納制度をご利用いただくと、

さらに !!

　国民年金加入者の皆様に、口座振替により保険料を納めていただいた場合の「便利」で
「おトク」な情報をお知らせします。

☆☆　お申し込み方法　☆☆
○口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、お近くの年
金事務所の窓口にお申し込みされるか、ご郵送ください。
　また、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。
○前納のお申し込みは、
①１年度分及び上期６ヶ月分（４月分～９月分）は２月末
②下記６ヶ月分（10月分～翌年３月分）は８月末までに、お近くの年金事務所に
お申し込みください。

○申し込み用紙は下記にてご用意しております。

◆自動引き落としで納め忘れの心配がありません。
◆金融機関等へ行く手間と時間が省けます。

◆現金で月々保険料を納付した場合に比べ、割引にな
　り大変おトクです。

お問い合わせ先　
　　・水上村役場　住民福祉課　年金係　TEL　44-0313
　　・八代年金事務所お客様相談室　TEL　0965-35-6123

犬を飼っているみなさまへ
飼い犬に装着している首輪やリードが古くなっていませんか？

改めて確認をお願いします！
　首輪やリード、つないでいる鎖等が老朽化してしまい、飼い犬がいなくなっているケースが実際に起きて
います。その飼い犬が、子どもにケガを負わせたり、他人のペットを傷つけたりしてしまってからでは、遅
いです。そうなる前に、今一度、飼い犬の首輪やリードの強度を確認してください。
　また、万が一、飼い犬がいなくなった場合は下記へご連絡ください。迷い犬として保護し
ている場合があります。

お問い合わせ先　水上村役場　住民福祉課　ＴＥＬ　４４－０３１３
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平成２5年分申告（住民税・国民健康保険税）
の実施について

　平成 25 年分の所得税とともに、住民税・国民健康保険税の申告を下記日程にて実施いたし
ますので、各地区の相談日にご来場いただきますようお願いいたします。
　なお、「申告が免除される人」以外で、申告に来られなかった方は、所得証明等の発行が出
来ない場合もありますので、ご注意ください。

◎申告が免除される人
①税務署に確定申告書を提出された人（電子申告も含む）

②前年中の所得が給与所得だけの人（会社等で年末調整をされた方のみ）

③前年中の所得が公的年金等に係る所得のみの人

　（注 1）平成 26 年 1 月 1 日現在、65 歳未満の方は、年金の総収入額が 98 万円以下の人
　（注 2）平成 26年 1月 1日現在、65歳以上の方は、年金の総収入額が 148万円以下の人
※②と③に該当する方については、支払者（勤務先等）から水上村に給与支払報告書や
公的年金等支払報告書が提出されていることが条件です。

◎申告をしなければならない人
●営業、農業及びその他の事業を営んでいた方や、大工、左官、外交、集金など給与所得
者でない人
●利子、配当及び地代、家賃などの不動産所得があった人
●土地（山林、宅地など）や建物等を売った人
●給与所得者で、給与以外に農業や年金、不動産、営業などによる所得があった人
●給与所得者で、所得控除（医療費控除や住宅借入金等控除）を受ける人
●給与所得者で、前年に中途退職し、その後就職されていない人
●複数の事業者から給与の支払いを受けた方で、年末調整されていない人

◎申告に必要なもの
●印鑑（通帳届出印と同じもの）
●給与、年金、配当所得がある方は「源泉徴収票」
●事業所得（農業・営業・不動産）がある人は「収支内訳書」や「領収書」等
●税金の還付を受ける人は本人名義の「預金通帳」
●生命保険料控除、損害保険料控除のある人は「支払保険料の控除証明書」
●社会保険料の支払いがある人は「領収書」または「支払証明書」
●医療費控除を受ける人は「支払った医療費の領収書」
●住宅借入金等控除を受ける人は「住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書」
●譲渡所得があった人は、「売買契約書」や取得費等がわかる書類等
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　今年度は「毎月第２木曜日」に
行政相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：２月13日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌精二　氏
問い合わせ先
　水上村役場　総務課　椎葉　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による、相談会も同日開催され
ます。

日　時：２月13日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８３

納税相談日程
月 日 曜 地　区　名 時　間 場　　所 電　話

2/17 月 高瀬

９：００～１５：００ 岩野公民館　中研修室 44-0333

2/18 火 覚井

2/19 水 上楠

2/20 木 宮田

2/21 金 里坊

2/24 月 川内

2/25 火 馬場

９：００～１５：００ 湯山小学校
地域交流センター 46-0100

2/26 水 北目

2/27 木 覚井

2/28 金 神揚

3/3 月 高澄・舟石

3/4 火 本野

3/5 水 古川・古屋敷下・
古屋敷上

９：００～１５：００ 水上村
江代地域防災拠点施設 46-1352

3/6 木 平谷・千ヶ平・
川口

3/7 金 幸野・戸屋野 ９：００～１５：００

水上村役場　税務課 44-0316
3/10
～
3/14
3/17

月
～
金
月

予備日 ９：００～１７：００

※各地区で納税相談を実施しているときは、役場での申告は受けられませんのでご注意ください。
※各地区の納税相談日にご来場いただきますようお願いします。
※国民健康保険税加入世帯の方で、１年間の納税証明書が必要な方は、住民福祉課（44-0313）
または、税務課（44-0316）までご連絡ください。

問い合わせ先：水上村役場税務課　TEL44-0316（直通）　FAX44-0662
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４．募集締め切り　　4月末日。
５．資格　　　　　　2級・1級の技能士の国家
　　　　　　　　　　資格が取得可能です。
６．助成金　　　　　雇用保険適用事業所には国
　　　　　　　　　　から補助金が交付されます。

パソコン講座受講生募集
　文書作りだけではモッ
タイない！楽しめる、役
に立つパソコン講座を開
催します。
　どなたでも受講できま
すので、奮って受講のご
参加お願い致します。
①インターネットの基礎と活用！
○日程　平成 26年 2月 25日～ 3月 6日の火
曜日・木曜日の 4日間

○時間　10：00～ 12：00（2時間×8日間）
○内容　インターネットの操作方法から活用まで。

②パソコンで音楽を楽しもう
○日程　平成 26年 2月 25日～ 3月 6日の火
曜日・木曜日の 4日間

○時間　14：00～ 16：00（2時間×8日間）
○内容　CD音楽の取込や書き込みなど
③デジカメ写真の取り込みと活用
○日程　平成 26 年 3月 11 日～ 3月 20 日の
火曜日・木曜日の 4日間

○時間　10：00～ 12：00（2時間×8日間）
○内容　デジカメ写真の取り込みやフォトアル
バムの作成など

④頭の体操・エクセル関数講座
○日程　平成 26 年 3月 11 日～ 3月 20 日の
火曜日・木曜日の 4日間

○時間　14：00～ 16：00（2時間×8日間）
○内容　さまざまなエクセル関数を使用した、
ちょっと頭を使う講座

①～④それぞれ共通事項
○募集人員　18名
○申込期限　平成 26年 2月 3日～平成 26年 3
月 7日（定員になり次第締め切ります。）
○受講料　4,000 円（テキスト代を含みます）

新型車両「田園シンフォニー」
一般試乗会について
　平成 26年３月の新型車両「田園シンフォニー」
の運転に先立ち、３月４日（火）と３月５日（水）
に試乗会を実施いたします。つきましては下記に
より参加者を募集いたしますので、多くの皆様の
ご応募をお待ちしております。
人吉温泉（13：30発）→湯前（14：40発）→
人吉温泉（15：24着）　※往復
※途中、中間駅での乗り降りはできませんのでご
了承ください。
◇応募人員　各日　70名
※応募多数の場合は、厳正な抽選のうえ決定い
たします。

◇応募方法　郵便ハガキまたはＦＡＸに下記の事
項を記入して応募してください。
①乗車希望日　②郵便番号　③代表者住所　④
代表者氏名　⑤代表者の電話番号　⑥同乗者の
氏名
※はがき 1枚につき２名様までご応募可能で
す。中学生以下は大人と同伴となります。

◇締切日
　平成 26年２月 20日（木）消印有効
■注意事項
※当選された方には、案内状（乗車証）を郵送
いたしますので、試乗会当日に案内状をご持
参のうえ、人吉温泉駅へお越しください。当
日、受付を行いますので時間に余裕をもって
お越しください。

※試乗会は、人吉温泉駅発着の往復での実施と
なりますので、その他にかかる交通費はお客
様のご負担となります。

※乗車された方には、車内で簡単なアンケート
を行いますのでご協力お願いいたします。

平成 26年度職業訓練生の募集に
ついて
　在職のまま、専門技術・知識を習得するための
訓練生を次のとおり募集します。
１．募集科目　　　　①「木造建築科」
　　　　　　　　　　②「配　管　科」
２．訓練期間　　　　4月　～　3月
　　　　　　　　　　授業は主に土曜日（一部金
　　　　　　　　　　曜日も）に年間約 60日間。
３．受講料　　　　　一人当たり年間 3万円を負
　　　　　　　　　　担いただきます。

お申し込み・お問い合せ先
くま川鉄道株式会社　総務課　試乗係　あて
〒 868-0008　人吉市中青井町 265
（Tel）23-5011　　（Fax）023-3897

お知らせ

お申し込み・お問い合せ先
人吉球磨能力開発センター
人吉市相良町 1253-1（〒 868-0012）
（Tel）22-2475　（Fax）22-2656

お申し込み・お問い合せ先
職業訓練法人 人吉球磨能力開発センター
人吉市相良町 1253-1　　（Tel）22-2475
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◆申込方法　「第 10回森林自然観察・体験教室申
し込み」、氏名、年齢、住所、電話番号を記載
してハガキ、ＦＡＸ、電子メールで１月 20日
からお申し込みください。電話での受付はして
おりません。

NKH学園　生徒募集中 !!
　NHK 学園では、通信制の高等学校普通科、お
よび生涯学習通信講座の生徒・受講者を募集して
います。まずは、無料の案内書をご請求ください。
■募集内容　平成 26年度高等学校普通科（３年
制）生徒、および生涯学習通信講座受講者
■出願期間
　高等学校普通科
　　推薦入学：2014年１月 15日～１月 24日
　　一般入学：2014年１月 25日～４月 30日
　生涯学習通信講座：通年申込受付

あなたの起業や会社の経営改善を
サポートします！
熊本県立図書館のビジネス支援
　◯レファレンスサービス
司書が、起業・経営に関する資料探しをサポー
トします。

　◯起業・経営相談（毎週日曜日午後開催）要予約
　　専門相談員（中小企業診断士）
　◯セミナーの開催

　　＜起業・経営セミナー開催のお知らせ＞
　　　　『身近な起業家に学ぶ』
　　・平成 26年３月１日（土）
　　　午後１時～午後３時 40分
　　　　終了後、相談会を開催します。
　　・県立図書館３階大研修室
　　・参加費無料（要事前申込み）

特定テーマごとの労働相談のお知らせ
　熊本県しごと相談・支
援センターでは、２月及
び３月の第１・第３水曜
日に、特定テーマごとの
労働相談を実施します。
・２月５日、19日　
「未払い賃金（未払い
残業代）について」
・３月５日、19日　
「解雇、退職勧奨・退職、雇い止めについて」
　相談は午後１時から午後４時まで、来所又は電
話で社会保険労務士の相談員がお受けします。な
お、その他の労働相談も受け付けています。

幸せについて考えてみませんか？
　熊本県では、くまモンを新たに「しあわせ部長」
に任命し、県民の皆様の幸せ実感の向上や幸せづ
くりを牽引・応援することとしました。その取組
みの一環として、「スマイルデザインコンテスト」
を開催します。
◎募集内容：家族や地域の人々など、自分にとっ
て大切な人たちが笑顔になるような幸せづくり
の企画やアイデア
◎募集期間：２月 14日（金）まで
◎賞：最優秀賞 10万円、優秀賞５万円

第 10回森林自然観察・体験教室
（八代市妙見創造の森）
◆日時　２月 16日（日曜日）10時～ 14時　受
付９時 30分～（小雨決行）
◆集合場所　妙見創造の森駐車場（八代市妙見町
大平）
◆内容　沿海部の植生と冬芽を観察します。また、
昼食時にダッチオーブンで野外クッキングの実
演をします。
◆募集定員　40名
◆参加費　800 円
（保険料及び資料
代、小学生以下
200円）

お問い合せ先
労働相談コーナー　　（Tel）096-352-3613
熊本市中央区水道町 8-6　朝日生命熊本ビル 1階

お申し込み・お問い合せ先
熊本県森林保全課　
〒 862-8570（住所記載不要）熊本県森林保全
課みどり保全班
（Tel）096-333-2450　（Fax）096-385-6247
電子メールアドレス
　shinrinhozen@pref.kumamoto.lg.jp

お問い合せ先
NHK学園　（Tel）042-572-3151（代表）
案内書請求フリーダイヤル　0120-06-8881

お申し込み・お問い合せ先
熊本県立図書館
〒862-8609　熊本市中央区出水2丁目5番1号
（Tel）096-384-5000　（Fax）096-385-2983

お問い合せ先
熊本県企画課　（Tel）096-333-2019
くまモンスマイル　検索
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 そ　の　他 小　児　科

２

2 日 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

脳神経外科小林クリニック
（TEL　38-5670）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

9 日 犬童耳鼻咽喉科
（TEL　43-0777）

たかの眼科
（TEL　47-2550）

緒方医院
（TEL　35-0131）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

11 火・
祝日

東病院
（TEL　45-5711）

増田耳鼻咽喉科クリニック
（TEL　45-8001）

球磨村診療所
（TEL　32-0377）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

16 日 井口医院
（TEL　42-5570）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

権頭医院
（TEL　36-0008）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

23 日 桑原病院
（TEL　45-0205）

犬童内科胃腸科病院
（TEL　45-1125）

堤病院附属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

２

2 日

ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）

清風薬局サンロード免田店
（あさぎり町）

（TEL　49-9600）

百太郎薬局（にしき町） （TEL　28-8123）

多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

9 日
きりん薬局原田店（多良木町） （TEL　42-6900）

くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

11 火・
祝日

岡原けんこう堂薬局（あさぎり町） （TEL　45-6023）

きりん薬局岡原店（あさぎり町） （TEL　45-1280）

エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

16 日
たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221）

おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）

23 日
エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町） （TEL　45-6055）

くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

球磨郡医師会休日在宅医当番（２月）

休日当番薬局（２月）

「マイバッグ　地球に対する　おもてなし」
　　人吉球磨地域レジ袋削減推進会

　マイバッグを持参することで、レジ袋を削減し、ご
み減量化と地球温暖化防止に
つながります。
　お買い物にはマイバッグを持参し
ましょう。

水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）
　TEL ４４－０３１３
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ごみは庭や田畑等で燃やしていいですか？
　家庭や事業所からのごみを庭などの野外で燃やすことは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によって
禁止されています。もし、違反すると罰則があります。
　ごみを燃やすと「臭いが洗濯物についた」、「悪臭により気分が悪くなった」、「煙が部屋に入るので窓を開
けられない」などの弊害が生じるため、周辺住民とのトラブルや、不完全燃焼による一酸化炭素およびダイ
オキシン類などの有害物質を発生させる原因になるといわれています。
Ｑ．農業の稲わら等の焼却はできますか？
Ａ．農業者が行う稲わらの焼却、林業者が行う伐採した枝の焼却など農林業を営むためにやむを得ず行う焼
却はできます。ただし、ビニールハウスなどの農業用廃プラスチック類は産業廃棄物に該当するため、野
外での焼却はできません。
Ｑ．野焼きする場合、届出が必要ですか？
Ａ．野焼きをする前には、「火入れ願い」を役場総務課へ申請してください。また野焼きをする場合には、必
ず消火器具を用意して、行ってください。

〈例外的に認められる事例〉
　①　風俗習慣や宗教上の行事を行うための焼却
　　　例：火祭り、どんど焼きなど
　②　農林漁業を営むためにやむおえないものとして行われる稲わら、草木等の焼却
　　　例：農林業者が行う草、木の葉、もみがら、わら、木の枝等の焼却など
　③　落葉たき火その他日常生活を営む上で通常行われる焼却であって軽微なもの
　　　例：落葉焚き、キャンプファイヤー

　ただし、例外として認められる場合でも、煙や灰がご近所の洗濯物に付いたり、道路の見通しを悪くする
など周辺の生活環境への影響が認められる場合は、中止していただきます。

★火災の発生や火災誤報、火傷の恐れに十分注意してください★
※　ドラム缶焼却、ブロック積み焼却、穴を掘ってのごみ焼却は、野焼きと同じですから行わないようにし
てください。ダイオキシン類は、焼却過程で発生します。

水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）　TEL ４４－０３１３

2月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11建国記念日 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

燃えるごみ 資源ごみ　　
燃えないごみ

資源ごみ　　
燃えないごみ

資源ごみ　　
燃えないごみ

資源ごみ　　
燃えないごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ
  6日：アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん
13日：燃えないごみ・鉄くず、ガラス、陶器
20日：アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん
27日：燃えないごみ・鉄くず、ガラス、陶器

資源ごみ　　
燃えないごみ3日・10日・17日・24日



薮椿〈椿科〉
　原産地は日本。本州から南の海岸地帯に自生していま
す。色は赤、白、ピンク、絞りなど。開花時期は１月中旬～５
月上旬。
　一般的に「椿」といったら「薮椿」を指します。花は一重や
八重があり、園芸品種多数。
花言葉：「贅沢」「おしゃれ」「至上の愛らしさ」「謙遜の美徳」

元田 京一 作品シリーズ　196

　12月 18日（水）水上村社会福祉協議会
に赤い羽根共同募金の助成金で購入した
「赤い羽根号」が交付されました。この車
両は、社協の福祉事業利用者の送迎に使
われます。

赤い羽根号交付

やぶつばき

人のうごき
平成25年度12月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,410（±0）

1,130（±0）

1,280（±0）

   923（±0）

表紙
の説
明

●発行日／平成26年１月29日発行
　　　　　熊本県球磨郡水上村大字岩野90（水上村役場企画観光課 ☎0966-44-0312）
　　　         アドレス  http://www.vill.mizukami.lg.jp/　Email : kikakukankou@mizukami-mura.com
●印　刷／（株）協和印刷 熊本県水上村 検 索
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２月の行事予定

※予定ですので、変更になることがあります。

２月１日（土）
　小野頼年氏ベテラン国際柔道大会
　優勝祝賀会（福寿庵）
２月２日（日）
　湯山サミット（湯山小）
　岩野小学校学習発表会（岩野小）

　１月５日（日）岩
野公民館において
行われた、平成 26
年水上村成人式の
集合写真。


